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市長　浅野健司

　
５
月
11
日（
日
）に
、那
加
公
園
エ
リ
ア

の
魅
力
を
市
内
外
に
発
信
す
る
た
め
の

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
「
な
か
な
か
良
い
日
」

の
第
２
回
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
も

ゲ
ス
ト
と
し
て
参
加
し
、
那
加
地
区
の

思
い
出
や
、
ま
ち
に
感
じ
る
魅
力
な
ど

に
つ
い
て
、
お
話
し
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、市
民
公
園
や
学
び

の
森
の
賑に
ぎ
わ
い
を
、周
辺
の「
那
加
公
園

エ
リ
ア
」
全
体
に
波
及
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
、ま
ち
な
か
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル

推
進
事
業
「
那
加 from

 Park 

構
想
」

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
国
土
交
通
省
が
創
設
し
た
ま
ち
な
か

ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
事
業
は
、
居
心
地

が
良
く
歩
き
た
く
な
る
空
間
を
つ
く
る
こ

と
で
、ま
ち
に
賑
わ
い
を
創
出
す
る
事
業
。

那
加 from

 Park 

構
想
は
、
行
政
だ
け

で
は
な
く
、
都
市
再
生
推
進
法
人
で
あ

る
株
式
会
社O
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と
協
力
し
、
事
業
を
進
め
て
い

る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。
官
民
連

携
の
取
組
は
全
国
で
も
稀ま
れ
で
す
。

　
那
加 from

 Park 

構
想
の
核
と
な
る

事
業
の
１
つ
が
、「
市
民
公
園
周
辺
地
区

店
舗
開
業
支
援
事
業
」で
す
。こ
の
事
業

は
、市
の
補
助
制
度
を
活
用
し
た
空
き
店

舗
の
活
用
で
、昨
年
度
に
５
店
舗
が
開
業

し
ま
し
た
。
現
在
、４
店
舗
が
開
業
に
向

け
て
準
備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、エ
リ
ア

内
に
あ
っ
た
公
共
施
設
東
亜
町
会
館
も
、

「T
O
U
A
M
A
C
H
I KA

IKA
N

」
と
い

う
複
合
施
設
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
のT

O
U
A
M
A
C
H
I KA

IKA
N

や
、
新
規
店
舗
、
空
き
店
舗
な
ど
11
の

会
場
で
、
24
組
の
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
た

第
２
回
「
な
か
な
か
良
い
日
」に
は
、
約

４
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
市
内
外

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
大
勢
の
方
と
交
流

で
き
、大
変
楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。
皆

さ
ん
の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
、
那
加
公

園
エ
リ
ア
が
ま
す
ま
す
賑
わ
う
こ
と
に

期
待
が
膨
ら
む
一
日
で
し
た
。

まちなかウォーカまちなかウォーカ
ブル推進事業ブル推進事業

毎
月
１
日
号
に
掲
載
し
ま
す

　
「
保
護
司
」と
は
、
犯
罪
や
非
行
を
し
た

人
の
立
ち
直
り
を
地
域
で
支
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
。
保
護
司
法
に
基
づ
き
、
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
国
家
公
務

員
で
す
。76
歳
以
下
で
、人
格
や
行
動
に
社

会
的
信
望
が
あ
り
、
職
務
の
遂
行
に
熱
意

の
あ
る
方
な
ど
が
委
嘱
さ
れ
ま
す
。
任
期

は
２
年
間
で
、
地
域
社
会
と
連
携
し
な
が

ら
、再
犯
防
止
、社
会

復
帰
の
手
助
け
な
ど
、

安
全
で
平
和
な
地
域

を
築
く
た
め
に
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　
保
護
司
の
活
動
は
、
大
き
く
３
つ
に
分

け
ら
れ
ま
す
。

●
保
護
観
察

　
定
期
的
に
保
護
対
象
者（
犯
罪
を
犯
し

た
人
）と
面
談
を
行
い
ま
す
。ま
た
、保
護

観
察
所
と
連
携
し
て
、指
導
・
教
育
・
就
労

の
支
援
を
行
い
、立
ち
直
り
を
助
け
ま
す
。

●
環
境
調
整

　
保
護
対
象
者
が
更
生
に
適
し
た
環
境
で

生
活
で
き
る
よ
う
、
身
元
保
証
人
や
住
所

地
の
調
整
な
ど
、受
入
態
勢
を
整
え
ま
す
。

●
推
進
活
動

　
犯
罪
が
な
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、

　

各
務
原
保
護
区
保
護
司
会
や
、
各
務
原

地
区
更
生
保
護
女
性
会
で
は
、
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
会
の
取
組
に
賛
同
し
、

活
動
で
き
る
方
や
、
活
動
で
き
る
方
を
ご

存
じ
の
方
は
、左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

詳
細　
福
祉
政
策
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８（
３
８
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）
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３
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８

３
つ
の
活
動

市
内
の
保
護
司
に
つ
い
て
―

保
護
司
と
は

犯
罪
の
な
い
社
会
を

　
　
　
　
　
　
実
現
す
る
た
め
に

保
護
司
な
ど
の
活
動
に

　
　
　
　
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

更生ペンギンのホゴ
ちゃん・サラちゃん

各務原保護区保護司会
牧田 光宏・会長

　
保
護
司
と
更
生
保
護
女
性
会
（
下
記
参

照
）
が
協
力
し
て
、
市
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
啓
発
物
品
を
配
布
し
、

犯
罪
・
再
犯
防
止
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま

す
。
物
品
を
受
け
取
り
、「
犯
罪
や
非
行

　
最
近
は
、
昔
と
違
っ
て
高
齢
に
な
っ
て

も
働
く
人
が
増
え
た
た
め
、
保
護
司
と
な

る
方
が
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
な
ど
を

通
し
て
、
少
し
で
も

保
護
司
や
更
生
保
護

女
性
会
に
興
味
を
持

ち
、
一
緒
に
歩
ん
で

く
れ
る
方
が
増
え
る

と
う
れ
し
い
で
す
。

そ
し
て
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
、
犯
罪

の
な
い
社
会
の
実
現
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

学
校
な
ど
で
犯
罪
防

止
や
薬
物
乱
用
防
止

に
関
す
る
講
義
を
行

い
ま
す
。

　
７
月
の
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

強
化
月
間
な
ど
の
機
会
を
通
し
て
、
犯
罪

予
防
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
人
が
、
犯
罪

や
非
行
の
防
止
と
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
新
た
な
被
害
者
も
加
害
者
も

生
ま
な
い
、
安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
を

築
く
た
め
の
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　

街
頭
啓
発
や
ポ
ス
タ
ー
の
掲
出
、
新

聞
・
テ
レ
ビ
な
ど
で
の
広
報
活
動
だ
け
で

な
く
、さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
り
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見
た
り
し
て
、
安
全
で

安
心
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、
自
分

に
で
き
る
こ
と
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

市
内
で
の
啓
発
活
動

の
防
止
、立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
力
」

に
つ
い
て
、
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
7
月
1
日
（
火
）　
午
後
４
時
～

場
所　
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
各
務
原
店
（
蘇

原
花
園
町
１
）、イ
オ

ン
モ
ー
ル
各
務
原
イ

ン
タ
ー
店
（
那
加
萱

場
町
３
）、ア
ピ
タ
各

務
原
店
（
鵜
沼
各
務

原
町
８
）、コ
ノ
ミ
ヤ

鵜
沼
店
（
鵜
沼
東
町

１
）、ザ
・
ビ
ッ
グ
エ

ク
ス
ト
ラ
各
務
原
鵜

沼
店（
鵜
沼
西
町
３
）

各
務
原
地
区
更
生
保
護
女
性
会

　
各
務
原
地
区
更

生
保
護
女
性
会
は
、

更
生
保
護
に
協
力

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
で
す
。
更
生
保
護
へ
の
理
解

と
協
力
を
得
る
た
め
、
市
内
商
業
施

設
な
ど
で
啓
発
物
品
を
配
布
し
た
り
、

非
行
防
止
の
思
い
を
込
め
、
手
づ
く

り
し
た
根
付
を
、
市
内
中
学
校
の
生

徒
に
渡
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
か
、
更
生
保
護
に
関
わ
る
施
設
の

参
観
な
ど
、
年
間
で
10
回
程
度
活
動

し
て
い
ま
す
。

　
保
護
司
と
し
て
活
躍
す
る
牧
田
光
宏
さ

ん
に
、
保
護
司
の
活
動
へ
の
思
い
な
ど
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
各
務
原
市
を
活
動
区
域
と
す
る
「
各
務

原
保
護
区
保
護
司
会
」
で
は
、
現
在
48
歳

～
76
歳
の
31
人
の
保
護
司
が
活
動
し
て
い

ま
す
。
保
護
司
と
な
っ
た
理
由
は
さ
ま
ざ

ま
。
私
は
、
保
護
司
だ
っ
た
叔
父
に
勧
め

ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
約
20

年
、
保
護
司
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
各
務
原
保
護
区
保
護
司
会
で
は
、
市
内

各
地
区
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

そ
の
地
区
の
保
護
司
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
た
り
、
活
動
へ
の
ア

皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ
と
―
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